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単離分裂装置 の 染色体運動系
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　 ウ ニ 卵 の 第
一

分裂後期 の 始 め 頃に 分裂装置 を 単離

し，in　 witro で の 娘染色体 の 極方向 へ の 運動 を 調 べ

た 。 分裂装置 の 単離溶液 は， 1M グ リセ ロ
ー

ル ，5

mM 　MES ，1mM 　EGTA ，1．ImM 　 MgSO4 ，1mM

ATP ，0．2mM 　GTP ，5mM ア ス コ ル ビ γ 酸， 2，5

mM グ ル タ チ オ ン ，3pM 　 cAMP に ，最 終 濃 度

O．5rng〆ml の ブ タ脳 チ a
一ブ リ γ を添 加 し，　 pH を

6．7 と して 使用 した 。 こ の 溶液中 で は 単離 した 分裂

装 置の 染色体運動は お こ らな い o チ ューブ リ ン 濃度

を 1mg ／ml に増す と，星状体の 囲 りに 脳微小管よ り

な る 透明な ゲ ル 層が で き る 。 こ れ は ，温度 を 下げた

り，ク ロ P マ ー
キ ュリ フ ェ

ニ ル ス ル ホ ン 酸を微量加

え る と消失す る 。

　単離 した 分 裂 装 置 に KF を 最 終 濃 度 0．3M 添 加 す

る と，後期 の 娘染色体は 極方向 に 0．5pm ／min の 初

速 度 で 移動 を 開始 し，数分 以 後に は 速度 が 低下す る

の が 観察 さ れ る 。 す な わ ち，運 動 の 2 相 性 が み られ

る。こ の 場合，紡錘体の 長 さ は 変化せ ず，染色体一

極 間が 短縮す る 。 しか し，極 ま で は 移勁 せ ず，紡錘

体 中央 と極 の 間 の 中間附近 で停止す る。
in　vitro の

後期染色体運動 （anaphase 　 A ）を微分干渉顕微鏡を

用 い た 16mm フ ィ
ル ム で 解析す る と，同 じ く 2 相

性 を示 す の で ，グ リセ ロ
ール 法 で 単離 した 分裂装置

は 援期染色体の 運動性構造を よ く保持 え て い る と 思

わ れ る 。 こ の in　vitro の 染色 体運 動は 。外 か らチ

ューブ リ ン を 添 加 しな い と お こ ら な い
。 ま た ，

ATP −Mg に 特異的 で あ る 。
コ ル ヒ チ ン や Ca2奇

は ，

夫 々 5，10μM で 運動 を 阻害 す る。分裂装置内に は

vanadate （ダ イ ニ ソ の 選択的阻害剤） で 阻害を うけ

る ATPase が含まれ て お り，染色体運動に は 微小

管 と ダ イ ニ ン 様 ATPase が 密接 な か か わ り合 い を

もつ もの と 思 わ れ る。

　細 胞 に は 綱 胞 質 由 来 の 変 化 と核 由来 の 変化 が 各 々

存在 し，両者 が coupling す る こ とで 細胞分裂 が お

こ る と考 え て い る。細胞 質 の み の 変化 を み い だす 目

的 で ，主 と して パ フ ン ウ ニ で 無核卵片を つ くり，こ

れ を 実験材料 と した 。 受精 した ウ ニ 卵 の 細胞分裂 で

は 形態的 ・生 化学的 ・生 理 学的 方 法 に よ り細 胞 周 期

に と もな う諸変化 が とらえ られ て い る 。 そ の なか か

ら透 明 層 の 厚さ・O．6MKCI 溶性蛋 白の SH 基 量 ・

膜張力 に つ い て 検討 した
。 また 無核卵片を 電顕観察

した 。 結果 1）未受精卵 を庶糖 また は Ficoll の 濃

度勾配 （O．65M 〜G．45M ）中で 遠心 （5，600gx25 分 つ

い で ユエ
，000gx2 分）す る と，核 を 含む 軽い 部分 と核

の な い 重 い 部分 とに 二 分 され る。無核片は 電顕的 に

主 と し て mitochondria と yolk を 含み 表層粒 が 表

層 に な らぶ 。 酪酸海水 で 付活する と，受精膜透 明層

が あ ら わ れ，卵表 層 に pigment 　 vacuoles が 並 び 受

精卵 の そ れ と変 わ りな か っ た 。 2 ） Dan 　 and 　 Ono

の い う透 明層 肥 厚 は Kejima （1960）が報告 して い

る如 く無核卵片で 顕著 に 周期的 に み られ る 。 そ の 際

卵の iounding ・up が必 ずあ る。 3 ＞0．6M 　KCt 溶

性蛋 白中 の SH 基 量 は 常に 2 ）の 透 明層 の 厚 くなる

時期 に 最高値を 示 し周期的 に 変動す る。 4 ）膜張力

（1975年大会で 報告〉 は 分 裂前 に 最高値を 示 す 受精

卵と同様 の 変化を 周期的 に く り返す 。 以上 述 べ た 透

明層 ・SH 量 ・膜張力の 変化 は 約 40〜45 分 の 間隔

を お い て お こ る が ，こ れ 受精卵 の 分 裂 時闇 に 相当す

る 。 以 上 の 結果か ら細胞質に は 核 に 関係な く， 細胞

分裂 に と も な う変化 が 存在す る，ま た こ の 変化 は核

に 無関係 に 始 動 され る とい え る 。
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